
（別紙３）

～ 2026年　3月　29日

（対象者数） 27人 （回答者数） 10人

～ 2026年　3月　30日

（対象者数） 9人 （回答者数） 9人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・左記の取組を継続して行なうこと

・また、それらについて保護者様へ共有していくこと

2

・定期的に子どもたちと職員で活動や遠足について考える機

会を設定していく

・子どもたちと一緒に活動実施後の振り返りを行ない、次の

活動に活かしていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・お子様、保護者様のご意向を確認し、交流の機会を慎重に

検討していく

2

・保護者様のご意向を改めて確認する

・ご意向を確認したうえでの少人数での参観日の設定

3

○事業所名

○保護者評価実施期間
2026年　3月　12日

○保護者評価有効回答数

2026年　3月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の子どもたちと活動をする機会が少ないこと ・通所しているお子様のご意向を確認したところ、事業所とし

て同じ学校の友だちとの交流を控えたいと話があったため

・地域のお祭りへの参加や地区センターの利用は行なっている

昨年度同様、父母の会や保護者会がないため、保護者どうしの

交流の機会がないこと

・保護者様からのご要望がほぼなかったため

幅広い年齢層の子どもたちが在籍しているが、継続して通所し

てくださっていること。また、利用日数を増やしたいとお話を

たくさんいただけること。

・定期的な面談や見学の実施

・学校や保育園、区役所等との連携

・集団活動の中での個別支援を取り入れていること

・子どもたちが相互に認め合える環境づくり（作品展や発表会

への参加など）

・支援前のミーティング、情報共有

子どもたちの「やりたい」「楽しみ」を可能な限り具現化し、

実際に取り組んでいること

・日々の活動内容に子どもたちからの声を反映している

・子どもたちと一緒に活動内容を考える機会を確保している。

また、職員と一緒に内容やルールを検討している

・子どもたちの意見を取り入れて遠足の候補地、遠足先を決定

している

事業所における自己評価総括表公表


